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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・7/11、12実施の院内研修について、出欠結果がWIZ掲示板に掲示されている為、各自誤りがないか確認をすること。
・医療安全管理対策委員会より、6月事故発生状況についてWIZ掲示板に掲示されているので各自確認をすること。
・法人防災委員会より、9/1法人全体での防災訓練実施予定。
　13:00～　①消火器使用した消火訓練

13:30～　②消火栓使用した消火訓練

14:30～　③防災ビデオの上映

　上記に伴い参加者2名の選出が必要な為、参加希望者は防災委員会　斎藤まで。希望者が無い場合は訓練未経験者または、前回の参加から期間が経っているスタッフから選出する為、選出されたスタッフは当日参加のこと。
・7/14（木）14：00～庭田美紀子様デイケア見学予定。
＜利用者様情報＞

デイケア
・小泉　晋哉　様～来所時間になっても来所されない為、本人携帯電話に連絡するが出られず。安否確認の為、ご家族（母）へ電話連絡するも繋がらない状況。再度、本人の携帯電話へ連絡すると繋がり「運転中であったが不調の為運転できず、車を停めて休んでいた」とのこと。不調の内容については吐気、頭痛、軽い眩暈を訴えている。状態が落ち着いたら、再度連絡ほしいことを伝えている。その後、連絡あり不調持続している為、本日は欠席となっている。
・田名部　浩平様～7/8（金）ケアプラン会議実施している。本人より就労の希望あり、今後は就労支援B型を目指していくとのこと。
・植村　啓祐　様～7/11（月）就労支援B型ラ・ボーロ見学へ行っている。仕事内容は「ケーブルから導線を取り外す作業で難しそうだった」と話す一方「やってみないと分からない」とも話している。見学時「少し緊張した」とのこと。来週7/19（火）20（水）22（金）体験利用の予定。体験後の精神状態、疲労感など確認しながら関わっていく。
デイナイトケア
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供あり、帰荘後に青風荘スタッフを睨むように見ていることあり。就床前薬、服用に来ない為声掛け要していたとのこと。薬を受け取る際に「ごめんなさい」と謝罪している。デイナイトケアでは攻撃的になることや不満の訴え、イライラした様子なく経過している。今後も精神状態や他者との交流状況を観察していく。
・袴田　淑子　様～青風荘より情報提供あり、帰荘後に服薬に来ない為声掛け要している。不機嫌さあり、目薬をテーブルに放り投げる行為あり。就床前には表情落着き、不機嫌さはなかったとのこと。デイナイトケアでは、不機嫌さ無く経過している。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供あり、就床前薬を服用に来ない為自室を確認すると居眠りあり。ふらつき著明なため、スタッフ付き添いにてホールへ移動し服薬している。眠気の訴えあり、服薬後はすぐに休まれていたとのこと。デイナイトケアでは、歩行時著明なふらつきはなく運動プログラムへ参加。作業療法時も居眠りなく、作業に取り組むことできている。引き続き眠気の確認や、居眠りなく過ごせるよう関わっていく。
ナイトケア

・中居　美津子様～服薬を自己調整し、リントンを服用しないことあり。「先生が様子を見ながら調整して良いって言った」と話している。自己調整のリスクについてスタッフから説明しているが「症状は安定している。自分ほど上手くいっている人はいないと思う」と話し、聞き入れられない様子見られている。サプリメントと薬剤との区別が曖昧で、「サプリと整形の薬があるから精神科の薬は減らしていい」と自己解釈している様子あり。処方通りに服薬できていないことから病状の変化の可能性ある為、状態観察と服薬の重要性を理解できるよう関わっていく。
＜外来情報＞
・船場　幸子　様～血液型を知りたいと話し、医師よりAB型と説明を受けている。
・奥山　以依子様～血圧低いことがあるが、眩暈はないとのこと。食事は摂ること出来ているが体重が増えない為、カロリーメイト摂取を続けている。
・久慈　邦夫　様～本人は変わりないとのこと。妻が胸が苦しいことがあると相談している。
・坂本　健治　様～風邪は治ったとのこと。幻聴については「ある」と話している。お盆は「柿の木苑」は休み、実家に戻るとのこと。
・中居　美津子様～以前の処方に戻してほしいと希望あり、次回処方より変更となる。状態が良くなったとのことでエペリゾン止めとなっている。
・鹿原　博夫　様～変わりないとのこと。今後、公園の掃除の仕事に入ると話している。
・前野　義勝　様～湿布はいらないとのことで、処方なし。本人希望にて次回処方からネオファーゲンC追加、クレストール、センナリド止めの予定。

カンファレンスシート（森　美智男様）　

実施日：H28年7月14日（木）13：30～14：00

担当チーム：石渡・小嶋・馬場

参加者：佐々木・馬場・赤坂・石渡

検討内容　目標の再検討

	氏名
	森　美智男　様
	性別
	男
	年齢
	56
	生年月日
	S35年3月20日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	コルサコフ症候群､ウェルニッケ脳症　

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得2.身体機能の維持・向上

3.対人関係の改善4.作業能力・持続性の向上

5.病識を身に付ける6.社会資源の利用

	本人希望
	再飲酒をせず、地域生活を継続する。身体合併症がある為、身体管理を行う。

	家族希望
	

	入院歴
	計1回（最終：H25年　3/18～　H25年　6/28　青南病院）

	通所歴
	１回目

※  前回：不明（）
※　今回：平成25年7月8日～～現在　　（週1回/月･火曜日）

	その他サービス利用
	青明舎、訪問看護、八戸赤十字病院外来受診(隔週月曜日)

	住居：自宅暮らし


	家族構成

妻様

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　級
	障害基礎年金級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①再飲酒をせず、現在の生活を継続する。


	①飲酒をせず、現在の生活を継続する。


	①断酒の必要性を理解し、実践できるようになる。
	①ALプログラムや個人面談にて飲酒についての振り返りを通して、再飲酒しないよう、飲酒に対する気持ちについて確認し、断酒の必要性を理解できるようになる。

	②生活リズムを整え身体管理を行い、就労を継続できる。
	②身体合併症がある為、生活リズムを整え、就労継続支援施設利用を継続できるように行う。

	②食事摂取状況の観察を行う。デイケアへ通所し、就労継続支援施設利用を継続できるよう不安・負担等を職員へ相談する。
	②食道狭窄がある為、自分の体調を自覚して食事の際は飲み込みに注意する。職員は食事の際は見守りを行い、嚥下困難時には無理に食べない様助言する。生きがいと日中の活動場所の確保を目的として、就労継続支援B型「三本の木」の利用を継続する。職員は随時利用状況を確認し、必要時に助言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①断酒の必要性を理解し、実践できるようになる。
	飲酒状況について尋ねると、日曜日に飲酒していると話している。更に翌週尋ねると「土日に飲酒している。」と話し、飲酒回数・量ともに増加している状態である。飲酒に対して担当医に伝えると怒られると話しており、良くない事という認識は出来ているが、一方で飲酒をしているが体調を崩さず仕事に支障がないことで「まだ大丈夫。ご褒美。」といった考えもある。担当医に相談するよう促すが「まだ言えない。執行猶予をください。」と話しており、自主的に伝える事は出来ていない。また職員へも秘密にしていてほしいと話している。
	再飲酒に至っている為、改めて断酒の必要性や飲酒をすることでのリスクについて説明し、理解を深めていただく。担当医へ相談が必要な状態である為、相談するよう促しを行っていく。長期目標含め、目標の見直しを行う。

	②食事摂取状況の観察を行う。デイケアへ通所し、就労継続支援施設利用を継続できるよう不安・負担等を職員へ相談する。
	デイケア利用時には、食事量は少ないものの常食での摂取が可能である。嚥下も問題はなく、食事摂取が出来ている。就労継続支援施は利用を継続しており、楽しみながら仕事を行えている様子である。
	嚥下状態に問題はないが、合併症も多く加齢により身体状況に変化が生じる可能性もあることから、短期目標は継続し、職員は引き続き相談に応じることとする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①飲酒をせず、規則正しい生活リズムで日々を過ごせる。


	①飲酒欲求が生じた際は職員に相談し、飲酒欲求を抑えられるようになる。


	①断酒の必要性について理解を深める。
	①ALプログラムや個人面談にて飲酒についての振り返りを通して、再飲酒しないよう、飲酒に対する気持ちについて確認し、断酒の必要性を理解できるようになる。

	②生活リズムを整え身体管理を行い、就労を継続できる。
	②身体合併症がある為、生活リズムを整え、就労継続支援施設利用を継続できるように行う。

	②食事摂取状況の観察を行う。デイケアへ通所し、就労継続支援施設利用を継続できるよう不安・負担等を職員へ相談する。
	②食道狭窄がある為、自分の体調を自覚して食事の際は飲み込みに注意する。職員は食事の際は見守りを行い、嚥下困難時には無理に食べない様助言する。生きがいと日中の活動場所の確保を目的として、就労継続支援B型「三本の木」の利用を継続する。職員は随時利用状況を確認し、必要時に助言する。


